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紹

介

牟
麓
松
主
編

『
一
吐
命
日
血
ハ
園
家
闘
係
覗
野
下

漢
唐
歴
史
饗
遷
」

JlI 

本

芳

中
園
に
お
い
て
は
近
年
の
活
愛
な
研
究
状
況
を

反
映
し
て
、
出
版
物
の
教
が
極
め
て
多
数
に
上
っ

て
い
る
。
中
園
の
古
代
史
、
中
世
史
を
専
攻
し
て

き
た
筆
者
に
と
っ
て
、
今
か
ら
四
十
年
近
い
昔
に

研
究
を
始
め
た
蛍
初
、
中
図
書
と
言
え
ば
陳
寅
悟

や
唐
長
橋
、
周
一
良
な
ど
の
各
氏
の
著
作
が
論
文

執
筆
の
際
、
主
に
必
要
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と

隔
世
の
感
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
弄
才
の
筆

者
に
と
っ
て
の
み
常
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
近
年
の
中
園
に
お
け
る
数
多
の
研
究
成

果
の
刊
行
を
前
に
し
て
、
そ
の
十
分
な
消
化
が
な

か
な
か
容
易
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
は
筆
者

の
み
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
こ
、
つ

し
た
状
況
は
日
本
に
お
け
る
一
研
究
者
が
、
中
園

に
お
け
る
研
究
の
全
睡
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を

も
同
難
に
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

昭

た
め
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
中
園
史
研
究
動
態
な

ど
皐
曾
動
向
を
紹
介
し
た
も
の
に
よ
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
場
合
、
評
者
の
問
題
意
識
と
護
者
の

問
題
意
識
な
ど
が
楠
み
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
た

め
、
隔
靴
撞
庫
の
感
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
牟
愛
松
編
『
一
吐
曾
輿
園
家
闘

係
覗
野
下
的
漢
唐
一
燃
史
媛
、
蓬
』
(
華
東
師
範
大
串

出
版
祉
、
二

O
O
六
年
)
は
そ
う
し
た
な
か
に
あ

っ
て
現
今
の
中
図
に
お
け
る
占
代
史
、
中
世
史
研

究
の
現
状
を
簡
便
な
形
で
、
し
か
も
怖
脈
的
か
っ

高
度
な
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
把
握
さ
せ
て
く
れ
る
得
難

い
書
籍
で
あ
る
。

本
書
は
二

0
0
四
年
の
秋
に
華
東
師
範
大
撃
で

開
催
さ
れ
た
園
際
シ
ン
ボ
ジ
ユ
ウ
ム
の
成
果
を
一

書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
日
次
は
以
下

の
よ
、
つ
で
あ
る
。

惇
銃
中
園
的
か
祉
曾
μ

在
嚇
里

|

|

代

前

言

|

|

牟

愛

松

試
従
杜
曾
輿
図
家
的
関
係
看
漢
唐
之
閥
的
歴
史

間

変

遷

谷

川

道

雄

従
枇
舎
奥
園
家
的
関
係
看
唐
代
的
南
朝
化
傾
向

牟

護

松

関
子
円
本
近
代
歴
史
的
学
的
形
成

|
|
唐
宋
饗
革
論
成
立
的
背
景
蔑
森
健
介

関
子
陪
及
唐
初
三
省
制
的
刀
南
朝
化
U

問
題

|
|
以
三
省
首
長
的
職
権
和
地
位
潟
中
心

王

素

漠

唐

ガ

家

法

。

観

念

的

演

愛

張

岡

剛

漢
唐
一
吐
命
日
宗
教
桂
制
的
愛
蓬
鍾
岡
愛

従
張
家
山
漢
筒
輿
唐
律
的
比
較
看
渓
唐
奴
碑
的

異

岡

本

十

天

石

漢
唐
節

H
形

態

的

演

繁

夏

H
新

戦

園

秦

渓

時

期

的

里

枇

輿

私

一

吐

楊

華

西
漠
時
期
成
陽
原
地
匡
地
方
枇
合
同
的
空
間
像

|
|
据
文
物
地
園
資
料
和
衛
星
照
片
的
統
計

和

分

析

陳

力

従
沖
突
到
粂
容

|
|
中
国
中
古
時
期
惇
統
一
吐
口
巴
典
偶
数
的
関

係

部

春

文

東
日
日
時
期
揚
州
的
流
民
問
題
及
其
歴
史
意
義

中
村
圭
爾
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関
子
南
朝
郷
村
研
究
的
凡
個
問
題

章

義

和

・

張

剣

容

朝
廷
、
州
豚
奥
村
里
一
北
朝
村
民
的
生
活
世
界

侯

旭

束

北
旗
門
標
異
郷
義
慈
恵
石
柱
所
見
的
郷
義
白
川
ハ
園
家

的

関

係

佐

川

英

治

在
南
北
朝
図
境
地
域
的
同
姓
集
圏
的
劫
向
和
其

際

史

意

義

北

村

一

仁

貌
耳
目
時
代
言
及
九
品
中
正
制
度
的
論
述
特
征



幅
原
啓
郎

北

貌

中

正

職

権

考

略

張

旭

華

論
秦
漢
異
同
奥
士
大
夫
的
杜
合
平
衡
机
制

馬

彪

南
京
象
山
束
音
王
氏
家
族
墓
志
研
究

張
島
ナ
鋒
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顧
潅
論

|
|
従
一
個
側
面
看
江
東
大
族
出
火
孫
共
君

権

之

関

係

玉

、

水

平

戦
園
秦
漠
之
際
的
小
農
輿
岡
家
関
係
初
探

で

凱

従
走
馬
楼
呉
筒
議
測
孫
呉
初
期
臨
湘
佼
岡
的
疾

病

人

円

問

題

高

凱

従
王
官
継
承
現
象
看
西
周
王
椎
輿
貴
族
家
族
的

関

係

黄

愛

梅

唐
代
諌
官
小
考

|

|

以

諌

議

大

夫

篇

中

心

胡

賓

華

吊
漠
帝
図
的
衰
亡
及
入
門
的
グ
心
性
μ束

耳
目
次

在
朝
在
野
雨
種
主
撃
交
互
作
用
下
的
菅
代
士
風

李

話

束
呉
政
権
中
后
期
舎
稽
地
匿
民
間
謡
言
的
停
播
、

示

意

及

控

制

荘

輝

明

・

陳

迫

宇

神

仙

観

念

輿

東

漠

宗

教

思

想

武

鋒

東
菅
歪
宋
悌
教
戒
律
的
愛
展
輿
特
結

巌

耀

中

原
理
、
思
続
輿
勢

|
|
『
陪
唐
帝
図
形
成
史
論
」
讃
后越

日
円
平

『
陪
唐
帝
図
形
成
史
論
』
的
視
野
一
相
互
聯
系

中

的

民

衆

奥

園

家

李

文

澗

グ
枇
曾
奥
園
家
関
係
楓
野
下
的
漠
唐
歴
史
愛
遷

図
際
皐
術
検
討
曾
研
村

AF
綜
遮

劉

雅

君

本
書
の
全
躍
的
な
狙
い
は
、
冒
一
頭
の
牟
愛
松

「
停
銃
中
図
的

J
虹
舎
が
在
郎
里
|
|
代
前
言

|
|
」
や
谷
川
遁
雄
「
試
従
杜
曾
輿
園
家
的
関
係

看
漢
唐
之
間
的
歴
史
愛
遷
」
に
端
的
に
一
泌
さ
れ
て

い
る
。
牟
論
は
、
庚
く
中
園
史
全
慢
に
お
け
る
祉

舎
と
園
家
に
関
わ
る
研
究
を
費
孝
通
、
銭
穆
、
陳

寅
惨
な
ど
の
研
究
を
同
顧
し
な
が
ら
、
会
部
で
凶

家
は
あ
る
が
利
舎
は
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
枇
舎

は
図
家
に
包
み
込
ま
れ
て
い
た
と
一
百
わ
れ
た
こ
と

も
あ
る
漠
唐
聞
の
時
代
に
お
け
る
世
舎
の
問
題
を

取
り
上
げ
る
こ
と
の
中
園
史
研
究
上
の
重
要
性
、

今
目
的
意
義
を
指
摘
す
る
。
谷
川
の
論
は
後
漢
か

ら
貌
耳
口
の
時
代
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
相
違
し
た
、

「
人
格
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
新
た
な
人
間

関
係
が
出
現
し
た
こ
と
を
重
視
し
、
従
来
の
氏
の

主
張
を
総
括
す
る
。

本
来
日
の
基
本
的
性
格
は
こ
の
雨
氏
の
論
に
明
確

に
不
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
に
と
っ
て
本
書
の
有

盆
性
は
む
し
ろ
各
研
究
者
の
個
別
論
文
に
あ
っ
た
。

そ
の
い
く
つ
か
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

楊
華
「
戦
図
泰
漠
時
期
的
里
吐
血
八
私
枇
」
は
各

種
新
出
の
筒
暗
に
よ
り
な
が
ら
、
戦
闘
時
代
の
諸

国
家
が
そ
の
中
央
集
権
化
の
過
程
で
そ
れ
ま
で
の

血
縁
関
係
を
紐
帯
と
し
て
結
び
つ
い
た
旦
枇
合
一

の
髄
制
を
破
砕
し
、
凶
家
の
支
配
の
及
ぶ
地
縁
関

係
の
基
づ
く
里
枇
へ
と
改
愛
し
た
こ
と
、
中
奈
漠
帝

図
は
そ
れ
ま
で
郷
飲
酒
な
ど
の
よ
う
な
躍
に
依
存

し
て
い
た
旦
枇
を
法
に
基
づ
く
も
の
と
し
園
家
に

よ
る
規
制
を
格
段
に
強
め
た
こ
と
、
し
か
し
一
方

で
地
縁
関
係
を
本
に
、
岡
家
の
規
制
の
外
に
新
た

に
所
一
謂
私
一
吐
の
形
成
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、

と
述
べ
る
。

都
春
文
「
従
沖
突
到
粂
容
|
|
中
岡
中
古
時
期

惇
統
社
邑
奥
悌
教
的
関
係
」
は
中
凶
に
お
け
る
悌

教
の
受
容
、
定
着
の
過
程
に
お
い
て
、
常
初
、
殺

生
と
そ
の
禁
止
を
め
ぐ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
中
園
文

化
の
あ
り
方
と
仰
教
と
が
釘
立
、
抗
争
を
繰
り
返

し
た
が
、
そ
の
後
に
そ
れ
が
相
互
の
容
認
と
融
合

に
至
る
こ
と
、
耳
口
か
ら
南
北
朝
の
時
代
に
お
け
る

併
殺
文
化
の
中
園
惇
統
の
枇
邑
に
到
す
る
影
響
は
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
寺
院
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や
信
侶
が
惇
統
文
化
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

外
来
の
観
念
や
作
法
は
中
圏
在
来
の
そ
れ
と
融
合

し
て
い
っ
た
と
し
、
そ
れ
を
碑
文
な
ど
の
一
次
史

料
や
統
計
的
手
法
を
駆
使
し
な
が
ら
説
得
的
に
論

ド)丈一四。侯
旭
東
「
朝
廷
、
州
懸
奥
村
里
一
北
朝
村
民
的

生
活
世
界
」
は
、
北
朝
村
民
の
生
活
空
間
が
如
何

な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
村
里
」
と
呼
ぶ
べ

き
空
間
が
存
在
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
村
里
」

は
決
し
て
閉
じ
た
空
間
で
は
な
く
、
そ
れ
は
刺
廷
、

凶
家
と
様
々
な
形
で
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
宵

爵
の
賜
輿
な
ど
の
事
例
を
通
し
て
詳
細
に
跡
づ
け

る。
高
凱
「
従
走
馬
棲
呉
簡
姦
測
孫
呉
初
期
臨
湘
侯

凶
的
疾
病
人
口
問
題
」
は
、
従
来
全
く
顧
み
ら
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
覗
角
か
ら
走
馬
楼
呉
簡
に
つ

い
て
の
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
走
馬

楼
呉
簡
に
多
出
す
る
擢
病
名
を
大
き
く
三
種
に
分

か
れ
る
も
の
と
整
理
す
る
。
即
ち
、
①
資
料
中
に

腹
心
病
、
雀
雨
足
な
ど
の
表
現
で
現
れ
る
、
寄
生

虫
に
よ
っ
て
お
こ
る
住
血
吸
虫
病
.
②
背
風
病
、

盲
雨
日
な
ど
の
表
現
で
現
れ
る
ハ
ン
セ
ン
氏
病
一

③
①
②
以
外
の
聾
商
品
、
碓
病
、
芸
円
狂
病
な
ど

の
表
現
で
現
れ
る
病
(
リ
ュ
ー
マ
チ
、
心
疾
患
、

及
び
住
血
吸
虫
病
が
脳
に
韓
移
し
た
も
の
な
ど
)

が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
氏
は
①
の
過
半
が
男
性

で
あ
り
、
成
人
女
性
に
一
例
も
そ
の
例
が
な
い
こ

と
か
ら
、
そ
れ
は
男
性
が
農
耕
・
牧
畜
に
従
事
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ

と
、
成
人
男
子
の
高
い
催
患
卒
は
彼
等
が
若
年
よ

り
催
思
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
中
園
古

代
に
お
け
る
児
童
死
亡
率
の
高
さ
は
、
男
子
死
亡

率
の
高
さ
に
よ
る
こ
と
、
住
血
吸
虫
病
の
擢
患
に

関
し
て
は
、
そ
の
分
布
が
現
今
の
中
園
に
お
け
る

そ
の
分
布
と
重
な
る
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
指
摘

を
し
て
い
る
。

他
に
も
興
味
深
い
報
告
が
多
数
枚
載
さ
れ
て
い

る
が
そ
の
紹
介
は
紙
幅
の
都
合
で
別
の
機
合
に
譲

り
た
い
。
た
だ
し
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
牟

後
松
「
従
枇
舎
輿
園
家
的
関
係
看
唐
代
的
南
朝
化

傾
向
」
、
王
素
「
闘
で
惰
及
唐
初
三
省
制
的
グ
南

朝
化
。
問
題
|
|
以
三
省
首
長
的
職
権
和
地
位
潟

中
心
」
に
到
し
て
、
と
り
わ
け
前
者
を
紹
介
し
な

い
こ
と
は
、
紹
介
と
し
て
の
慨
を
な
し
て
い
な
い

と
の
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
何
故
な
ら
、

同
論
は
唐
長
濡
氏
が
唱
え
た
所
詣
「
南
朝
化
」
に

関
わ
る
論
考
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
本
書
『
枇

合
同
奥
園
家
関
係
覗
野
下
的
漢
唐
歴
史
縮
長
選
』
が
取

り
上
げ
る
「
漠
唐
歴
史
婆
遷
」
の
理
解
に
お
い
て

多
く
の
研
究
者
が
注
目
す
る
関
腿
で
あ
り
、
且
つ
、

本
書
、
及
び
そ
の
も
と
と
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ

ム
も
ま
た
、
唐
長
田
市
氏
の
歴
史
理
解
と
密
接
に
関

連
し
て
開
催
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

牟
論
は
、
所
謂
「
南
朝
化
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

に
は
類
型
と
段
階
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
南
朝
化
」
を
「
園
家
主
導
型
」
、
「
非
園
家
主
導

型
」
、
「
総
合
型
」
(
「
南
朝
化
」
現
象
の
大
部
分
を

占
め
る
祉
曾
溌
展
・
愛
容
の
結
呆
を
受
け
て
園
家

が
そ
れ
を
承
認
・
繁
一
谷
し
た
形
態
)
に
分
類
し
、

北
貌
孝
文
帝
に
よ
る
改
革
の
場
合
を
「
園
家
主
導

型
」
の
「
南
朝
化
」
、
北
朝
陪
唐
聞
に
お
け
る
文

撃
の
展
開
に
見
え
る
「
非
国
家
主
導
型
」
の
「
南

朝
化
」
、
唐
代
中
葉
に
お
け
る
「
線
合
型
」
と
し

て
の
「
南
朝
化
」
な
ど
に
つ
い
て
具
髄
的
に
述
べ

る
。
ま
た
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
「
南
朝
化
」
に
つ

い
て
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
陪
唐
に
よ
る
統
一

に
よ
っ
て
南
朝
故
地
に
お
い
て
は
「
北
朝
化
」
が

生
じ
た
が
、
唐
代
中
葉
の
「
南
朝
化
」
は
経
済
・

枇
舎
の
全
両
的
議
展
、
愛
容
に
と
も
な
い
、
い
わ

ば
そ
れ
を
止
揚
し
て
出
現
し
た
総
合
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
意
味
で
こ
の
「
総
令
型
」
と
し

て
の
「
南
朝
化
」
は
「
南
朝
化
傾
向
」
と
も
呼
ぶ

べ
き
で
あ
り
、
こ
の
黙
で
は
孝
文
帝
の
改
革
や
陪

唐
初
に
お
け
る
「
南
朝
化
」
と
は
相
違
す
る
こ
と
、

漠
末
か
ら
越
宋
初
期
に
至
る
歴
史
設
展
を
見
る
と
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き
、
北
朝
陪
唐
期
、
と
り
わ
け
唐
中
葉
に
お
け
る

「
十
印
刷
化
傾
向
」
は
各
種
枇
曾
動
肉
が
衝
突
、
融

合
を
繰
り
返
し
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
園

家
の
刷
版
制
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指

摘
す
る
。

下
工
素
「
闘

T
陪
及
唐
初
三
省
制
的
ρ

南
朝
化
が

問
題
|
|
以
三
省
首
長
的
職
権
和
地
位
気
中
心
」

は
陳
寅
倍
氏
の
陪
唐
官
制
は
北
貌
・
北
斉
の
そ
れ

を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
梁
陳
を
受
け
た
も
の
で

は
な
い
と
す
る
見
方
に
修
一
止
を
せ
ま
り
、
陪
及
び

唐
初
の
三
省
長
官
の
制
度
、
ひ
い
て
は
三
省
制
全

般
が
梁
陳
の
そ
れ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
そ
こ
に
「
南
朝
化
」
の
存
在
を
指
摘
す

ブ
但
O

317 

さ
て
、
杉
山
正
明
氏
は
そ
の
諸
説
に
お
い
て
、

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
と
い
う
観
貼
か
ら
、
中
園
史

を
相
釘
化
し
、
「
世
界
史
」
を
創
造
し
た
も
の
と

し
て
の
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
役
割
を
強
調
し
て
い

る
。
同
氏
の
論
の
中
心
は
モ
ン
ゴ
ル
史
ゃ
、
そ
れ

に
先
立
つ
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ユ
ル
ク
、
キ
タ
イ
諮
族

の
活
動
に
あ
る
が
、
本
紹
介
が
取
り
扱
う
時
代
と

関
連
す
る
氏
の
護
言
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
北

貌
か
ら
唐
ま
で
は
、
一
連
の
岡
家
で
あ
り
、
現
賓

に
は
「
拓
政
園
家
」
と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

頑
野
の
狭
い
意
味
で
の
中
園
史
や
草
原
史
に
限
る

こ
と
な
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
サ
イ
ズ
で
眺
め
る
と
、

草
原
・
農
耕
雨
世
界
を
ひ
っ
く
る
め
た
大
愛
動
の

は
て
に
、
西
陸
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ゲ
ル
マ
ン
系

諸
図
家
が
形
成
さ
れ
、
束
方
の
中
華
方
面
に
あ
っ

て
は
鮮
卑
拓
政
系
の
政
治
連
合
憶
が
政
権
を
交
代

し
て
、
か
つ
て
の
旬
奴
で
も
漢
で
も
な
い
新
し
い

タ
イ
プ
の
融
合
図
'
ゑ
を
作
り
上
げ
た
。
陪
唐
と
い

う
中
華
大
帝
国
は
そ
の
完
成
健
な
の
で
あ
る
。
」

(
同
氏
『
岩
波
世
界
歴
史
今
一
中
央
ユ
ー
ラ
シ

ア
の
融
合
」
四
二
一
見
)
な
ど
に
氏
の
考
え
が
表
明

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
観
黙
と
、
先
述
の
牟

愛
松
氏
の
考
え
に
見
ら
れ
る
「
南
朝
化
」
の
観
黙

と
は
ど
の
よ
う
に
接
合
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
局
的
に
は
そ
れ
は
内
藤
湖
南
の
中
園
の
外
部

愛
展
が
暫
時
停
滞
し
た
後
漢
中
頃
か
ら
西
耳
目
時
代

(
第
一
過
渡
期
)
、
外
部
種
族
の
自
覚
に
よ
り
そ

の
勢
力
が
反
動
的
に
中
園
の
内
部
に
及
ん
だ
時
代

で
あ
る
五
胡
十
六
園
よ
り
唐
の
中
頃
ま
で
の
時
代

(
第
二
期
)
、
外
部
か
ら
来
た
勢
力
が
中
国
に
お

い
て
頂
黙
に
達
す
る
唐
末
か
ら
五
代
の
時
代
(
第

二
過
渡
期
)
、
近
世
前
期
た
る
宋
元
の
時
代
(
第

三
期
)
と
す
る
見
方
、
及
、
び
同
じ
く
同
氏
の
中
国

枇
舎
の
内
部
議
展
を
政
治
健
制
か
ら
と
ら
え
た
胤

知
の
、
唐
代
ま
で
を
貴
族
政
治
の
時
代
、
宋
代
以

降
を
君
主
濁
裁
政
治
の
時
代
と
す
る
所
説
と
の
援

合
如
何
と
一
三
円
、
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

牟
議
松
氏
ら
の
編
纂
に
か
か
る
同
書
を
護
み
な

が
ら
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
問
題
に
立
ち
至
っ
た
。

本
小
文
が
取
り
扱
え
る
問
題
で
は
な
い
。
た
だ
内

藤
に
お
い
て
本
来
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
二
つ
の
見
方
が
、
近
年

の
諸
研
究
に
お
い
て
は
各
々
別
個
の
立
場
か
ら
切

り
離
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
感
を
筆
者
は

強
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
視
角
も
ま
た
そ

の
意
味
で
は
上
述
の
二
つ
の
見
方
を
嫡
総
合
的
に
と

ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
前
掲
の
谷
川

氏
の
論
の
中
に
本
書
が
取
り
扱
う
時
期
に
お
け
る

中
園
と
外
部
種
族
と
の
閥
係
に
注
目
す
る
記
述
が

見
ら
れ
る
(
二
頁
)
o

し
か
し
、
本
主
回
全
健
と
し

て
そ
の
よ
う
な
覗
角
は
考
慮
外
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
書
の
主
題
が
あ
る
い
は
そ

の
よ
う
な
方
向
性
を
生
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

し
か
し
、
そ
こ
に
杉
山
氏
な
ど
が
指
摘
す
る
こ
と

が
ら
を
外
在
的
な
問
題
と
と
ら
え
る
指
向
を
見
る

の
は
う
が
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
こ
う

し
た
問
題
は
文
明
規
模
で
展
開
す
る
中
園
の
照
史

を
取
り
上
げ
る
と
き
、
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
書
の
各
論
考
に
閥
わ
る
も
の
に
は
、
侯
旭
束

『
北
朝
村
民
的
生
活
祉
曾
|
|
朝
廷
、
州
豚
奥
村
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里
』
(
商
務
印
書
館
、
二

O
O
五
年
)
、
都
春
文

『
中
古
時
期
批
邑
研
究
』
(
新
文
豊
出
版
公
司
、

二
O
O六
年
)
な
ど
シ
ン
ボ
ジ
ユ
ウ
ム
後
に
書
籍

化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
牧
め
ら

れ
て
い
る
諸
論
考
の
内
容
は
劉
雅
君
氏
の
論
考
に

簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
同
シ
ン
ボ
ジ
ユ
ウ
ム

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
含
め
た
紹
介
が
肢
に
佐

川
英
治
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
(
唐
代
史
研

究
ム
官
編
『
唐
代
史
研
究
』
八
践
、
二

O
O
五
年
)

こ
と
を
附
記
す
る
。

二
O
O六
年
一
月

華
東
師
範
大
向
学
山
版
枇

A
五
版
・
五
二
三
頁
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